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 １．第 1 研究 
日本大学総合学術情報センターの「健康と生活に関する調査」のパネルデータのうち，導入前調査
（1999 年 11 月と 2000 年 3 月）と導入後調査（2001 年 11 月と 12 月）を用いた．両調査に回答した







２．第 2 研究  
本研究は，茨城県つくば市における 65 歳以上の要支援・要介護認定者を対象とした質問紙調査のデ
ータを用いた．本調査は，平成 23 年 2 月 1 日から 14 日まで実施され，1400 名に配布し，685 名から
回答を得(回答率 48.9％)，603 名を有効回答とした．有効回答者のうち，入院中の者(12 名)，介護保険
サービス利用割合が，5％以下であった要介護 4 および 5 を除外した(492 名)．給付目的の違いにより，









正の関連をしていたのは，等価所得が 125 万円未満（OR:95％CI 2.72:1.301-5.685），ショートステイ
利用あり（3.29：1.158-9.345），疾患あり（8.34:1.856-37.455），手段的日常生活活動（Instrumental 













者は 52 名であり，利用しない理由は，「家族介護で何とかやっていける」25 名(48.1％)，「もしもの時
に備えて認定を受けた」15 名(28.8％)，「自分で何とかやっていける」，「どのようなサービスがあるか
わからない」11 名(21.2％)であった．また，要介護群では，介護が必要な者は 44 名であり，利用しな























   
平成 25 年 8 月 1 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
